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②

※
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　
　
　

１
２
，
５
０
０
千
円
を
可
決

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

●
口
蹄
疫
対
策
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金

　
（
プ
レ
ミ
ア
ム
券
付
補
助
金
）

　

１
０
，
５
２
９
千
円

　
（
町
内
業
者
の
経
営
安
定
と
消
費
拡
大
を

　

  

促
進
す
る
た
め
の
支
援
事
業
補
助
金
）

●
地
域
活
性
化
施
設
「
野
方
あ
ら
さ
の
」
の

　

管
理
委
託
料

　

期
間
：
27
年
度
か
ら
29
年
度
（
３
年
間
）

　

金
額
：
５
，
９
９
４
千
円

●
地
域
活
性
化
施
設
「
野
方
あ
ら
さ
の
」
の

　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

施
設
の
名
称
：

　
　

地
域
活
性
化
施
設
野
方
あ
ら
さ
の

　

指
定
管
理
者
：

　
　

鹿
児
島
市
東
谷
山
三
丁
目
34
番
33
号

　
　

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
南
九
州

　

指
定
の
期
間
：

　
　

平
成
26
年
12
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月

　
　

31
日

１２月定例会　一般会計補正予算１２４，０１４千円を可決
≪　予 算 総 額　67億6,207万9千円　≫

補正予算の主なものは、下記のとおり（抜粋）

≪平成26年第2回臨時会 11月11日（1日間）≫

農業用施設整備工事

4,900千円

次世代自動車充電器

設置工事

6,945 千円

　野方岡之下地区の農業用施設（集落
排水路）工事

　一般社団法人・次世代自動車振興セ
ンターの助成を受け、道の駅・「野方
あらさの」に充電器を設置するための
工事

※平成 27年３月末に設置予定

臨時会の内容は、下記のとおり
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③

12月定例会　こんなこと決めました
会期：平成26年12月9日～24日

次
の
条
例
を
修
正
可
決

監
査
委
員
を
再
同
意

５ 　

委
員
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

に
は
、
会
議
に
委
員
以
外
の
者
の
出
席
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

  （
資
料
提
出
の
要
求
等
）

　

 　

対
策
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
参
考
人
に
意
見
を
求
め
、
又
は
関

係
者
に
対
し
資
料
の
提
出
、
説
明
及
び
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

  （
守
秘
義
務
）

　

 　

委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得

た
秘
密
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

  （
庶
務
）

　

 　

対
策
委
員
会
の
庶
務
は
、
教
育
委
員
会
管

理
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

  （
委
任
）

　

 　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
対
策

委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教

育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

　

監
査
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
事
か

ら
、
再
度
、
同
意
を
し
ま
し
た
。

住
所　

仮
宿
１
７
７
１
番
地

氏
名　

四  

本  

庸  

一　

氏

  （
委
員
長
及
び
副
委
員
長
）

１ 　

対
策
委
員
会
に
委
員
長
及
び
副
委
員
長
各

１
人
を
置
き
、
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２　

委
員
長
は
対
策
委
員
会
を
代
表
す
る
。

３ 　

副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員

長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代

理
す
る
。

  （
専
門
委
員
）

１ 　

対
策
委
員
会
に
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。

２ 　

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し

て
十
分
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

３ 　

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
委
嘱
に
係
る
当

該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了

し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

  （
会
議
）

１ 　

対
策
委
員
会
の
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２ 　

委
員
の
う
ち
、
重
大
事
態
の
関
係
者
と
直

接
の
人
間
関
係
又
は
特
別
の
利
害
関
係
を
有

す
る
者
は
、
そ
の
会
議
に
加
わ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

３ 　

会
議
は
、
委
員
の
半
数
以
上
の
出
席
が
な

け
れ
ば
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

４ 　

会
議
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で

決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

● 

大
崎
町
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定

　

こ
の
条
例
は
、
大
崎
町
立
小
学
校
及
び
中
学

校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
及
び
解
決
に
資
す

る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
に
対
策
委
員
会
を
置

く
も
の
。

　

条
例
の
内
容
は
次
の
と
お
り
（
抜
粋
）

  （
所
掌
事
務
）

　

 

①
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
、
対
策
に
つ
い

て
審
議
し
、
提
言
を
行
う
。

　

 

②
重
大
事
態
に
つ
い
て
、
事
実
関
係
を
明
確

に
す
る
た
め
、
調
査
を
行
う
。

　

 

③
そ
の
他
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
等
の

た
め
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る

事
項
に
関
す
る
こ
と
。

  （
組
織
）

１　

対
策
委
員
会
は
７
人
以
内
で
組
織
す
る
。

　

①
識
見
を
有
す
る
者

　

②
関
係
行
政
機
関
の
職
員

　

 

③
そ
の
他
、
特
に
教
育
委
員
会
が
適
当
と
認

め
る
者

２ 　

委
員
の
任
期
は
１
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ

な
い
。

３ 　

補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
。
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④

歳　出

68億9,704万円
（100％）

議会費
9,568万円(1％)

総務費
7億1,320万円

(10％)

民生費
12億6,679万円

(18％)

衛生費
11億1,058万円

(16％)

商工費
7,825万円（1％）

土木費
6億2,915万円

(9％)

消防費
6億1,479万円

(9％)

教育費
8億718万円
(12％)

公債費
9億4,030万円

(14％ )

災害復旧費
935万円(0.1％)

農林水産業費農林水産業費
6億3,177万円6億3,177万円

(9％)(9％)

歳　入

71億6,716万円
（100％）

自主財源
17億5,317万円

(24％)

地方交付税
27億5,584万円(38％)

国庫支出金
7億7,031万円

(12％)

県支出金
5億7,493万円

(8％)

町債
10億7,228万円

(15％)

地方譲与税
8,742万円(1％)

町税　　　　　　　11億6，885万円
繰入金　　　　　　 1億8，084万円
繰越金　　　　　　 1億6，522万円
諸収入　　　　　　　　7，546万円
分担金及び負担金　　　7，358万円
使用料及び手数料　　　6，413万円
財産収入　　　　　　　2，018万円
寄付金　　　　　　　　　490万円

その他 1億5,321万円(2％)

利子割交付金　　　 　　　　187万円
配当割交付金　　　 　　　　127万円
株式等譲渡交付金　 　　　　215万円
地方消費税交付金　　　1億1,991万円
ゴルフ場利用税交付金 　　　896万円
自動車取得税交付金　　　 1,337万円
地方特例交付金　　　　　　 285万円
交通安全対策交付金　　　　 284万円

平成25年度 
一般会計・特別会計決算６件を認定

（歳入歳出内訳金額は四捨五入のため、合計とは合いません。）

　

平
成
26
年
10
月
10
日
か
ら
10
月
29
日
ま
で
の
20
日
間
、
本
町
会
計
の
決
算
審
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
の
財
政
は
、
概
ね
健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
更
な
る
自
主
財
源
の
確
保
や
最

大
限
の
効
果
を
図
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
等
に
、
よ
り
一
層
努
め
る
よ
う
意
見
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
25
年
度
決
算
の
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

おおさき議会だより No134



⑤

２
議
員
が
登
壇

２
議
員
が
登
壇

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一 般 質 問一 般 質 問

中　倉　広　文　 議員
・ふるさと納税制度の活用で更なる魅力発信を

Ｐ ６

中　山　美　幸　 議員
・平成 25 年度決算を終えての課題

Ｐ ７

 　議会を傍聴することは、町政を知るよい機会です｡ 本会議の当日、カードに

住所 ･氏名を記入いただくだけです｡

　定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）行なわれます｡

　また、一般質問のある日程のときは、事前に防災無線でもお知らせしています｡

　次回の定例会は３月です。

議会を傍聴してみませんか!!

【夜間議会を開催】

※夜間議会の傍聴者は、9名でした。

おおさき議会だよりNo134



⑥

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
魅
力
発
信
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

寄
附
件
数
と
金
額
、

ま
た
Ｐ
Ｒ
の
方
法
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

現
在
全
国
多
く
の
自
治
体
で

財
源
確
保
や
地
場
産
品
等
の

Ｐ
Ｒ
、
ま
た
地
域
産
業
の
活

性
化
策
等
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
平
成
20
年
12

月
に
大
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
を
制
定
し
、
現
在

ま
で
に
多
額
の
寄
附
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
本
制
度
に

よ
り
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
附
件
数
と
金
額
、
ま
た

そ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
て
き
た
か
。

本
制
度
に
お
け
る　

町
民
税
の
控
除
額
は

中
倉
議
員

　

本
町
の
住
民
が
都
道
府
県

や
他
の
市
町
村
な
ど
に
寄
附

を
し
た
場
合
、
確
定
申
告
を

す
れ
ば
町
民
税
の
控
除
が
受

け
ら
れ
る
。
現
在
ま
で
に
ど

れ
く
ら
い
減
額
さ
れ
た
か
。

１
４
５
万
円
余
り
の

減
額

税
務
課
長　

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
平
成
20

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
住

民
税
は
そ
の
翌
年
か
ら
適
用

さ
れ
る
。
現
在
ま
で
減
額

さ
れ
た
町
民
税
の
総
額
は

１
４
５
万
８
，
１
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

地
方
交
付
税
へ
の　

　

影
響
は
あ
る
の
か

中
倉
議
員

　

税
金
控
除
の
場
合
、
減
額

分
は
本
町
の
歳
入
減
と
な
る
。

そ
の
減
額
分
は
地
方
交
付
税

の
措
置
対
象
か
。
ま
た
他
の

市
町
村
か
ら
寄
附
金
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
、
地
方
交
付
税

に
影
響
す
る
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
活
用
す
る

町
長

　

合
計
で
３
７
３
件
、
２
，

６
９
７
万
２
，
９
２
３
円
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

交
付
税
措
置
さ
れ
る

総
務
課
長

　

本
町
の
住
民
税
が
減
少
す

る
の
で
交
付
税
の
基
準
財
政

収
入
額
に
算
定
さ
れ
、
そ
の

減
額
分
の
75
％
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
町
が

寄
附
金
を
受
け
た
場
合
は
、

交
付
税
の
基
準
財
政
収
入
額

に
は
算
定
さ
れ
な
い
の
で
影

響
は
な
い
。

取
り
組
み
を   　
　

　

更
に
充
実
す
べ
き

中
倉
議
員

　

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
専
用

サ
イ
ト
も
あ
り
、
人
気
の
自

治
体
や
返
礼
品
の
ラ
ン
キ
ン

グ
な
ど
、
利
用
者
の
興
味
を

刺
激
す
る
情
報
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
利
用
者
の
視
点
を
十
分

に
取
り
入
れ
た
Ｐ
Ｒ
を
図
る

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

検
討
委
員
会
で
詰
め
る

総
務
課
長　

　

本
町
の
特
産
品
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
す
る
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
が
一
番
で
あ
る
と
考

て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
て
周
知
を
行
っ
て
お

り
、
寄
附
件
数
は
大
幅
に
伸

び
て
き
て
い
る
。

寄
附
金
の
使
途
は

中
倉
議
員

　

本
町
で
は
町
長
が
必
要
と

認
め
る
も
の
を
含
め
４
つ
の

使
途
が
あ
る
が
、
寄
附
金
は

ど
の
よ
う
な
も
の
に
支
出
さ

れ
て
い
る
か
。

主
に
教
育
環
境
の
充

実
に
活
用
し
て
い
る

町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
頂
い
た

寄
附
金
は
、
大
崎
町
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
条
例
に
基
づ
い

た
４
つ
の
使
途
に
つ
い
て
、

納
税
さ
れ
る
方
々
に
も
あ
ら

か
じ
め
承
知
さ
れ
た
上
で
寄

附
を
頂
い
て
い
る
。
現
在
ま

で
に
主
に
教
育
環
境
の
充
実

に
利
用
し
て
い
る
。

え
て
い
る
。
寄
附
の
方
法
に

つ
い
て
も
、
公
金
支
払
い
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
支
払
い
な
ど
検

討
委
員
会
の
中
で
詳
細
に
詰

め
て
い
く
。

今
後
ど
の
よ
う
に　

　

進
め
て
い
く
の
か

中
倉
議
員

　

Ｊ
Ａ
や
町
内
の
各
種
企
業
、

ま
た
商
工
会
と
の
連
携
に
よ

り
、
本
町
の
魅
力
あ
る
特
産

品
や
各
種
プ
ラ
ン
を
数
多
く

そ
ろ
え
る
事
は
十
分
可
能
で

あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ど
う
い
っ
た

団
体
と
連
携
し
進
め
て
い
く

の
か
。

企
業
と
連
携
し   　

　

  　

進
め
て
い
く

町
長

　

26
年
度
内
に
方
向
性
を
定

め
、
よ
り
多
く
の
企
業
の

方
々
に
も
説
明
し
協
賛
も
頂

き
な
が
ら
、
27
年
度
の
予
算

で
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

中倉　広文 議員

年度
合　計 大崎町直接 県経由

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額
20 16 件 1,690,000 円 9 件 1,580,000 円 7 件 110,000 円
21 24 件 2,254,973 円 19 件 2,015,000 円 5 件 239,973 円
22 25 件 5,279,460 円 20 件 4,780,687 円 5 件 498,773 円
23 29 件 3,895,457 円 23 件 3,256,115 円 6 件 639,342 円
24 32 件 3,556,067 円 21 件 2,915,000 円 11 件 641,067 円
25 23 件 4,606,796 円 17 件 3,988,580 円 6 件 618,216 円
26 224 件 5,690,170 円 215 件 5,050,170 円 9 件 640,000 円
合計 373 件 26,972,923 円 324 件 23,585,552 円 49 件 3,387,371 円
※平成26年度分については、平成27年5月以降に公開予定。（数値は平成26年12月12日現在）
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町
長
は
平
成
25
年
度
決
算

を
終
え
、
平
成
26
年
度
も
後

3
か
月
で
終
え
よ
う
と
し
、

平
成
27
年
度
予
算
編
成
時
期

と
な
っ
た
が
、
次
年
度
に
向

け
た
改
善
点
・
問
題
点
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

三
つ
の
問
題
点
が
あ
る

町
長

　

決
算
を
終
え
て
、
自
主
財

源
減
少
の
要
因
で
あ
る
人
口

減
少
に
対
す
る
危
機
感
、
高

齢
者
等
の
医
療
費
増
加
に
伴

う
扶
助
費
の
増
加
、
町
が
維

持
管
理
す
る
経
年
化
に
対
す

る
公
共
施
設
の
老
朽
化
等
が

問
題
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
行
政
運
営
に
関
し

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

民
生
費
と
の
兼
ね
合

い
を
思
考
し
体
制
を

と
る

町
長

　

高
齢
者
の
転
入
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
等
の
絡
み
を

考
え
て
い
た
が
、
実
態
を
見

る
と
多
額
の
年
金
受
給
者
も

多
く
総
合
的
に
検
討
し
体
制

を
と
る
。

認
識
し
計
画
的
執
行
に
努
め

る
。思

い
切
っ
た   　
　

　
　

  
政
策
が
必
要

中
山
議
員

　

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て

の
、
住
宅
政
策
は
一
向
に
進

ん
で
い
な
い
が
、
進
捗
状
況

を
示
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
定
住
化
策
と
し
て

の
住
宅
政
策
は
、
町
で
住
宅

を
建
築
し
、
8
年
位
継
続
居

住
し
た
ら
無
償
で
提
供
す
る

な
ど
思
い
切
っ
た
政
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

住
民
の
中
に
は
、
ご
み
分

別
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
の

で
、
改
善
で
き
な
い
か
。

29
年
度
完
成
を
目
指
す

町
長

　

住
宅
政
策
は
社
会
資
本
整

備
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、

平
成
29
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。
野
方
の
分
譲
地

財
源
確
保
に
は　
　

多
様
な
視
点
が
必
要

中
山
議
員

　

教
職
員
用
住
宅
を
充
実
し
、

町
内
居
住
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
財
源
確
保
が
で
き
る

と
思
う
。
ま
た
、
早
急
に
空

き
家
・
空
き
地
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産

の
流
動
化
と
経
済
効
果
が
み

ら
れ
る
の
で
、
家
屋
等
の
全

棟
調
査
も
必
要
で
は
な
い
か
。

も
建
築
入
居
が
な
さ
れ
一
定

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

短
期
事
業
着
工
に
向
け
努
力

す
る
。

　

資
源
ご
み
回
収
に
つ
い
て

は
、
深
く
考
え
た
こ
と
は
無

い
が
充
分
に
説
明
努
力
す
る
。

高
齢
者
・
後
期
高
齢
者
家
庭

に
つ
い
て
は
フ
ォ
ロ
ー
体
制

を
し
っ
か
り
し
、
委
託
事
業

も
実
施
し
て
い
る
。

定
住
化
・
財
源
確

保
を
視
野
に
入
れ

る
べ
き

中
山
議
員

　

年
齢
別
納
税
者
と
平
均
所

得
資
料
を
、
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
資
料
を
見
る

と
65
歳
以
上
の
住
民
の
所
得
。

納
税
も
若
年
層
に
劣
ら
な
い

事
が
示
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

民
生
費
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

る
が
、
高
齢
者
に
目
を
向
け

た
定
住
政
策
も
考
え
て
良
い

の
で
は
な
い
か
。

調
査
し
早
期
制
定

す
る

町
長

　

議
員
立
法
に
よ
り
法
制
化

さ
れ
た
の
で
、
租
税
特
別
措

置
法
の
調
査
を
踏
ま
え
、
早

急
に
条
例
制
定
す
る
。

　

全
棟
調
査
は
２
〜
３
年
か

け
て
調
査
し
て
課
税
す
る
た

め
時
間
が
必
要
、
前
向
き
に

捉
え
検
討
す
る
。

中山　美幸 議員
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人
口
減
少
・
扶
助
費
・
施
設
老
朽
化
が
問
題

平
成
二
七
年
度
予
算
編
成
の
問
題
点
を
示
せ
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去
る
、
10
月
21
日
〜
22
日
の
２
日

間
に
か
け
、
全
国
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
、
全
国
よ
り
多
く
の
議
員
が

参
加
し
て
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
『
伝
え
る
広
報
』
か
ら
『
伝

わ
る
広
報
』
と
題
し
て
、
広
報
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
文
章
改
善
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
小
田
順
子
氏
の
講
演
、「
広

報
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
」
と
題
し
て
、

武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
・
長
澤
忠
徳

氏
の
講
演
、「
写
真
の
見
方
、考
え
方
」

と
題
し
て
、
写
真
家
の
神
島
美
明
氏

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
自
治
体
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
会
広
報
誌
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
日
：
平
成
26
年
11
月
２
日

　

場
所
：
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

参
加
者
：
60
名
（
議
長
・
議
会
事

務
局
次
長
）

　

内
容
：
総
会
（
会
則
改
正
・
役
員

全
国
広
報
研
修
会

東
海
大
崎
会
（
第
２
回
）

議会のうごき議会のうごき

　

内
容
：
平
成
24
年
度
及
び
25
年
度

県
議
長
会
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
に

つ
い
て
、
今
般
の
不
祥
事
に
関
す
る

顛
末
が
会
長
及
び
事
務
局
長
か
ら
説

明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
不
承
認
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
隅
地
域
４
市
５
町
議
会
議
員
研

修
会
鳥
獣
対
策
及
び
観
光
対
策
委
員

会
が
、
去
る
11
月
21
日
鹿
屋
市
役
所

議
会
棟
委
員
会
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

鳥
獣
対
策
委
員
会
に
は
、
２
名
の

議
員
が
出
席
し
、
今
回
県
の
職
員
と

の
交
流
も
予
定
し
て
い
た
が
、
都
合

が
つ
か
ず
各
市
町
の
現
状
報
告
と
次

回
に
向
け
た
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

観
光
対
策
委
員
会
に
は
、
２
名
の

議
員
が
出
席
し
、
大
隅
半
島
の
回
遊

ル
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
が
、
次
回
は
各
市
町
の
担
当
及
び

観
光
協
会
を
交
え
て
検
討
し
た
方
が

早
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
：
１
３
０
０
名
（
議
長
・

議
会
事
務
局
長
）

　

内
容
：
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝

辞
、大
会
宣
言
、要
望
採
択
（
33
件
）、

決
議
案（
16
件
）、特
別
決
議（
５
件
）、

特
別
講
演
（
大
森
東
京
大
学
教
授
）

　

期
日
：
平
成
26
年
11
月
12
日

　

場
所
：
全
国
町
村
議
員
会
館
（
東

京
都
）

　

参
加
者
：
県
内
24
町
村
議
長
・
議

会
事
務
局
長
）

選
任
）、
会
員
の
親
睦
、
東
牧
会
長

あ
い
さ
つ
、
議
長
あ
い
さ
つ

　

期
日
：
平
成
26
年
11
月
９
日

　

場
所
：
ホ
テ
ル
ア
ウ 

ィ
ー
ナ
大
阪

　

参
加
者
：
１
０
１
名
（
議
長
）

　

内
容
：
総
会
（
経
過
報
告
・
会
計

承
認
）、
会
員
の
親
睦
、
川
元
会
長

あ
い
さ
つ
、
議
長
あ
い
さ
つ

　

期
日
：
平
成
26
年
11
月
12
日

　

場
所
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

近
畿
大
崎
町
会
（
第
26
回
）

大
隅
地
域
市
町
議
員
研
修
会

鹿
児
島
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　

臨
時
総
会

全
国
町
村
議
会
議
長
大
会
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
は
、
昨
年
４
回
の
定
例
会
と
３
回
の
臨
時
会
、
そ

し
て
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
報
告
を
兼
ね
て
「
議
会
と
住
民
の
語
る
会
」
を

町
内
２
箇
所
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
多
く
の
地
域
課
題
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
先
般

の
議
会
だ
よ
り
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
は
、
町
民
全
体
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
、
議
会
活
動
や
町
民

か
ら
の
要
望
活
動
等
を
通
じ
て
、
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、
12
名

が
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
新
春
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大　

崎　

町　

議　

会　
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幼
稚
園
の
集
団
生
活
で
は
自
分
と
同

じ
年
齢
の
友
達
が
多
く
い
て
、
自
分
で

ご
は
ん
を
食
べ
た
り
、
自
分
で
衣
服
を

着
脱
し
た
り
し
て
い
る
の
を
実
際
に
見

る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
「
自
分
も

友
達
の
よ
う
に
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
気
持
ち
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
集
団
生
活
で
は
、
自
分
と
同
じ
年

齢
の
友
達
の
姿
を
知
り
、
自
分
も
や
っ

て
み
よ
う
、
負
け
ず
に
頑
張
ろ
う
と
自

発
的
に
行
動
す
る
気
を
子
供
に
起
こ
さ

せ
、
子
供
同
士
が
お
互
い
競
っ
て
育
つ

の
が
集
団
生
活
で
す
。

　

そ
し
て
、
集
団
生
活
は
、
お
互
い
に

譲
り
合
い
、
平
等
に
分
か
ち
合
い
、
力

を
出
し
合
っ
て
協
力
す
る
こ
と
の
意
義

を
理
解
し
、
豊
か
な
社
会
性
を
身
に
付

け
る
事
が
出
来
る
場
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
は
、
な
か
な
か
家
庭
で
は
、
身
に

付
け
に
く
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
幼
稚
園
の
集
団
生
活
の
中

で
、
自
由
時
間
を
考
え
る
と
、
交
通
事

故
等
の
心
配
な
い
安
全
な
園
庭
で
、
思

い
切
り
走
り
回
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
や
す
べ
り
台
な
ど
の
遊
具
で
、
遊

ん
で
い
る
う
ち
に
幼
児
期
に
必
要
な
遊

び
の
ル
ー
ル
、
そ
し
て
様
々
な
動
き
や

体
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
幼
児
期
の
３
才
・

４
才
・
５
才
は
、
集
団
生
活
の
中
で
、

沢
山
の
経
験
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
人

間
の
土
台
と
な
る
、
道
徳
・
体
力
・
知

力
を
形
成
す
る
最
も
大
切
な
時
期
で
す
。

　

家
庭
で
は
、
子
供
は
「
ま
だ
子
供
だ

し｣

○
○
が
出
来
な
い
の
も
当
然
と
周

囲
の
人
も
決
め
て
し
ま
い
、
本
人
も
そ

の
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

家
庭
の
中
で
は
、
年
齢
相
応
の
自
覚

が
芽
生
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

家
庭
と
い
う
温
室
で
、
大
切
に
育
て

ら
れ
た
小
さ
な
子
供
達
を
、
幼
稚
園
で

預
か
っ
て
、
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
や
学

習
・
英
語
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
、

熱
中
さ
せ
、
ほ
め
励
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
基
本
を
築
き
、
そ
れ
と
同

時
に
、
人
と
し
て
の
大
事
な
基
礎
を
築

く
こ
と
を
教
育
の
基
本
に
し
て
来
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
子
供
が
し
ら
ず
し

ら
ず
の
う
ち
に
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る

幼
稚
園
と
い
う
集
団
生
活
の
出
来
る
す

ば
ら
し
い
教
育
環
境
を
最
大
限
に
生
か

し
て
、
子
供
達
が
、
将
来
ど
ん
な
困
難

に
あ
っ
て
も
決
し
て
く
じ
け
ず
、
の
び

の
び
と
元
気
に
成
長
し
、
立
派
な
大
人

に
な
る
よ
う
に
、
幼
児
教
育
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
広
場

私
の
想
い大崎幼稚園

園長

三 浦 敏 春

集
団
生
活
と
家
庭

集
団
生
活
と
家
庭

発
行
責
任
者  

大
崎
町
議
会
議
長  

中
倉  

毅

　

新
年
早
々
雪
が
降
り
寒
い
正
月
と
な
り
ま
し

た
が
、
お
元
気
で
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。
小
さ
な
虫
た
ち
は
暖
か
い
土
の
中
で

ひ
っ
そ
り
春
を
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

我
々
人
間
は
そ
う
は
い
か
ず
毎
日
、「
ア
イ
タ

ヨ
」、「
コ
ラ
ヨ
」
と
言
い
な
が
ら
仕
事
を
せ
ず

に
は
、
い
ら
れ
ず
大
変
な
事
で
す
。

　

昨
年
十
二
月
、
東
九
州
自
動
車
の
野
方
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
沢
山
の
車
の
往
来

が
あ
り
ま
す
。
国
道
二
六
九
号
沿
い
の
方
々
に

お
聞
き
す
る
と
、
交
通
量
が
半
減
し
て
い
る
と

の
事
、
こ
れ
で
は
思
惑
が
反
対
に
向
か
い
そ
う

で
す
。大
崎
町
民
の
皆
さ
ん
、考
え
ま
し
ょ
う
。

ど
う
す
れ
ば
大
崎
町
へ
人
を
呼
び
込
め
る
か
。

　

自
治
公
民
館
、
友
達
同
士
、
女
子
会
、
仕
事

仲
間
、
家
庭
団
欒
の
中
で
話
す
事
だ
と
思
い
ま

す
。
知
恵
が
浮
か
び
ま
し
た
ら
我
々
に
ご
一
報

下
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

（
小
園 

孝
一 

）
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